小泉恩師で改革の指南役 経済学者 故・加藤寛慶大名誉教授の遺著

『日本再生最終勧告』
即時原発ゼロで未来を拓く
小泉純一郎「脱原発宣言」による世論盛り上がりによりメディア露出、注文増
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株式会社ビジネス社（東京都新宿区：代表取締役社長　唐津隆）から2013年3月8日に発売された単行本『日本再生最終勧告 ‐原発即時ゼロで未来を拓く』が、現在注目され、メディア露出ならびに全国の書店からの注文も10月に比べ１１月は20％注文が増えるなど順調に推移しています。小泉純一郎氏の「原発ゼロ宣言」の報道を受けて、反対派、推進派を含めて加熱していますが、その理論的背景となったのが、小泉氏の大学時代の恩師で行財政改革の指南役である、加藤寛氏の存在です。
加藤氏は、米寿を前にして起きたフクシマ原発事故に、これでは日本は破滅する、このままでは死ぬに死に切れないとの強い想いから、慶応屈指のカトカンゼミで育ち各界で活躍する弟子たちと「緊急ゼミ」を開催してきました。「原発は即時廃止すべき、原発ゼロは国民経済の新たな成長発展につながる」として脱原発と経済発展の両立を訴え、福沢諭吉研究の第一人者でもあったその著者の思いと政策を１冊にまとめたのが本書です。加藤氏は本書を執筆し終えて、2013年１月30日に永眠されました。本書は加藤寛氏の最後の思いが詰まった日本への最後通牒となる書です。
小泉氏本人も

「加藤さんは最後に『原発ゼロ』って言ったんだよ。私が郵政民営化が必要だと思ったのは、加藤寛の本を読んだからだもん…」（文藝春秋　2013年12月号より）

と語り、2013年１月に死去した加藤寛氏の遺著となった『日本再生最終勧告』についても小泉氏本人が推薦しています。
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